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休日は自然を満喫しています
趣味は自転車、登山、キャンプなどアウトドアが中心です。
北アルプスや金剛山、岩湧山に登ったり、淡路島や滝畑ダム
などをサイクリングしたりと今までいろいろなところに行きま
した。最近は、家庭菜園でパプリカやきゅうり、柚などの栽培
を楽しんでいます。野菜だけでなくガーデニングにもはまってい
て花の文化園にもよく行きます。自然と接することが大好き
なので、これからも河内長野が自然豊かで暮らしやすく活気
あふれるまちであってほしいです。
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ワークメイト聖徳園の詫
た く

間
ま

遼
りょう
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さん

社会福祉法人聖徳園 
ワークメイト聖徳園
小山田町379-13（☎55-6568）
http://www.shotokuen.or.jp
障がいのある方々が仕事を通じて社
会参加を図り、生活の自立と向上に
つなげるための福祉サービスを行っ
ています。今年で創設 35 年。利用
者さま、地域のみなさまと共に事業
に取り組み、これからの河内長野市
の魅力を創造していきます。園内の
喫茶店もご利用ください。

広報紙が届かない場合は広報広聴課（☎ 53-1111▷土日祝を除く▷午前 9 時～午後 5 時 30 分）へ
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